
防災基本条例ワークショップの結果と傾向

東日本大震災時の障害者支援福祉法人職員の経験談が記載された資料も踏まえながら、テーマについてワー
ルドカフェ形式で話合いを実施。その後、各グループで具体的なアイディアを紙に書きだし、各委員で良い
アイディアにポイントを付ける作業を行った。

１．テーマ
「大災害時に、要配慮者、地域住民、家族、自分を守るために、地域の防災リーダーは何をするべきか？」

２．ワークショップの結果と傾向

資料１

各グループが発表した具体的なアイディア項目について、大きく分類すると次のとおり。
予防・応急対策を中心としたものが多く、復興対策に触れた意見は少ない傾向であった。

日頃からの備え 【予防対策】 ➡ 自助・共助・公助 ５７ポイント

顔の見える関係づくり【予防対策】 ➡ 共助 ４４ポイント

情報 【応急対策】 ➡ 自助・共助・公助 ４７ポイント

避難所に関すること 【予防・応急対策】 ➡ 公助・共助 ６２ポイント
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①防災基本条例ワークショップ Aグループ
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１．被災直後と日にちが経過してからの違い

・現状の問題点の吸い上げとフィードバック
・各分野のスタッフ

２．情報の発信・共有

・発信者の役割分担
・情報掲示板の設置（今日・明日以降）

６ポイント

１３ポイント

３．心のケア

・カウンセラーの配置
・コミュニティ作成（何でも話せる環境づくり）

１４ポイント

投票ポイント数具体的なアイディア項目

４．避難時の持ち物

・常備薬
・お薬手帳（忘れないこと）

１０ポイント

情報

避難所に関すること

日頃からの備え

情報

自助

共助
公助

共助
公助

共助
公助

応急対策

応急対策

予防対策

応急対策
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１．避難所以外の情報収集

・伝言板の設置
・自分の特技（技術）の開示
（看護師、カウンセラー、薬剤師、その他の技術職）
・避難者に希望を持たせる情報（風呂に入れる）

２．避難所の適正配置

・避難所の数は足りているか？
・大きな避難所以外に小さな場所も確保

１８ポイント

７ポイント

３．避難所での対応

・声掛け
・被災者の精神的ケア
・カウンセラーの配置
・衛生面による２次災害防止
・ルールづくり
・役割分担
・情報収集（的確な）

１３ポイント

投票ポイント数具体的なアイディア項目

避難所に関すること

避難所に関すること

共助
公助

公助
共助

共助
公助

情報
応急対策

予防対策

応急対策
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２．ご近所さんへの

・あいさつ
・情報共有

４．今後の課題

・ペット連れの避難
・障害者、障害児の避難
・独居高齢者の薬、家族連絡先

１３ポイント

１１ポイント

１．まずは家族で

・話し合い
・準備

１４ポイント

投票ポイント数具体的なアイディア項目

日頃からの備え

顔の見える関係づくり

日頃からの備え

共助

自助
共助
公助

自助

３．自治会の

・人と人とのつながり
・物的準備
・安否確認（見守り）

１５ポイント
日頃からの備え

顔の見える関係づくり

共助

予防対策

予防対策

予防対策
応急対策

予防対策
応急対策
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１．避難所

・まずは備蓄品のシェア
・自治会班長による安否確認
・心のケア
・トイレ

２．情報

・現在の状況について提供する
・見通し
・フェイクニュースに気を付ける

１４ポイント

１０ポイント

３．風呂

・優先順位を高める ３ポイント

投票ポイント数具体的なアイディア項目

情報

被災者支援
（在宅避難者含む）

公助

自助
共助
公助

共助
公助

避難所運営
予防対策
応急対策

応急対策

応急対策
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１．避難所の整備・充実

・キャパを増やす計画
・地域ごとの防災マップ
・備品の充実
・ペット対応の避難所

２．非常持出品の準備

・チェック表の作成・配布
・自治会の防災訓練で点検

１４ポイント

７ポイント

３．日頃のコミュニティの強化

・あいさつ
・自治会活動
・PTA活動

１６ポイント

投票ポイント数具体的なアイディア項目

日頃からの備え

顔の見える関係づくり

共助

自助
共助

共助
公助

避難所の整備・充実

予防対策

予防対策

予防対策


